
 

 

 

 

青年部は８月４日(火)に第41回定期大会を開催し、執行委員を

含め約30名の青年部員が出席のもと、昨年度の活動を総括し、今

年度の活動方針・役員体制等を決定した。 

冒頭、亀山青年部長が「山口支部青年部は学習、交流を通じて

青年部組合員が主体的に諸課題へ取り組むことができる、働きや

すい職場環境づくりを目指しています。また、青年部組合員相互の交流を深めるため、青年部組合員が楽し

く参加できる活動を企画し、交流の場を設けていきたいと考えています。本大会で今年度の青年部の運動方

針を決定し、今日参加している皆さんをはじめ、仲間の全員が私たち

を取り巻く問題を自分自身の問題と捉え、積極的な解決に向けて真剣

に、かつ楽しく参加できる組合活動を目指し、ともに頑張りましょう」

と挨拶した。2014年度経過報告では、反核平和の火リレー、交流学習

イベント(萩焼体験)の取り組みなど、１年間の活動報告を行った。続

いて、執行部より「2015年度運動方針(案)」が提案され、具体的には

「組合」について学習し、青年部組合員同士の交流を深めることなど

を目的とした新規組合員歓迎学習会や、親睦レクリエーションを実施す

ることなどが承認された。最後に2015年度新執行体制が承認され、青年

部の運動強化のために取り組むことを決意し、「団結ガンバロー」で閉

会した。 

 

 

 

 

戦後 70 年を迎えた今年、第 30 回目とな

る反核平和の火リレーが８月 17 日から９月

４日にかけて実施され、県下全市町約 600

㎞をリレーで繋いだ。そのうち山口支部は山

口市宮野から仁保区間の約 10 ㎞を走破した。 

山口支部からは新規組合員５人を含む 22人が参加し、「核兵器のな

い・戦争のない平和な社会」を継承していくためにも、原爆の被害にあ

われた被爆者の

思いを胸に「平和

の火」に思いを込

めリレーを繋いだ。二度と戦争を起こしてはならな

い、平和な世の中を後世にも伝えていかないといけ

ないと再確認した一日となった。終了後には参加者

一同で昼食を取りながら交流を深めた。 
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カンパ＆署名報告(御礼) 

「原爆被爆者支援カンパ」 

カンパ人数  156 名  

合計金額 25,150 円 

 

「血管(脈管)奇形に対する硬化療

法の保険適用を求めるカンパ」 

署名人数   149 筆 

カンパ人数  142 名  

合計金額 28,707 円 

 

「反核平和の火リレーカンパ」 

カンパ人数  202 名 

合計金額 23,907 円 

 

取り組みにご協力いただき 

ありがとうございました。 

〈裏面有＿支部長杯ソフトボール大会〉 



県 職 労 共 済  募 集 開 始 

（火災・交通災害・新総合医療）  

①申込書は変更の有無に関わらず全員回収です。 

②分会長を通じて書記局へ提出してください。 

《支部締切：9 月 28 日(月)》 
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第1試合
チーム名 1 2 3 4 5 6 7 合計

農林 0 4 5 4 13

県税・県民局 1 0 0 5 6

決勝
チーム名 1 2 3 4 5 6 7 合計

農林 10 2 2 1 3 18

健福 0 1 0 0 4 5

優勝 農林チーム 

 

２位 健福チーム 

３位 県税・県民局チーム 

 

 

 

 

8 月 20 日（木）に予定していた支部長杯ソフトボール大

会は、雨天順延となり一週間後の 27 日（木）、台風一過の

好天の中、山口市のやまぐちリフレッシュパークにおいて

開催された。 

この大会は委員長ソフトボール大会の予選を兼ねており、

今年度は当初、①県税・県民局、②農林事務所、③健福、

④農林総合センターのエントリーがあったが、延期により

農林総合センターが欠場となり、3 チームが熱戦を繰り広

げた。 

1 回戦は県税・県民局と農林事務所の対戦となり、初回に 1点を県税・県

民局が先制したものの、2回から打線が爆発した農林事務所が 4回までに 13

点を奪い試合を優位に進め、最終回の県税・県民局の反撃を凌いで 13 対 6

で勝利し、健福との決勝戦に駒を進め

た。 

農林事務所の勢いは凄まじく決勝戦でもその実力をいかんなく発

揮し、初回から10点を奪って2試合連続登板の池田投手を楽にした。

その後も攻撃の手を緩めることなく、5 回まで毎回得点となる計 18

点を奪った。池田投手は 1 回戦同様に安定した投球を見せ、健福の攻撃を 5

点に抑え、昨年の決勝戦での「じゃんけん負け」の悔しさを晴らした。 

優勝した農林事務所チームは、9 月 12 日（土）に開催される委員長

杯ソフトボール大会への出場権を得た。 

参加された皆さん、大変お疲れ様でした。 

山口支部代表の農林事務所の皆さんには、委員長杯でのご活躍を期待

します。 

 

 

 

支部長杯ソフトボール大会 


